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４ インターネット利用に関連したトラブル 

 （１）インターネット利用に関連したトラブルの経験 

〈児童・生徒〉Q17．これまでにインターネットを利用していて、困ったことや嫌なことがあり  

ましたか。（あてはまるものすべてを選択） 

（対象：インターネットを利用している児童・生徒） 

 

 

【参考】平成２７年度調査 

【児童・生徒】Ｑ14.これまでにインターネットを利用していて、困ったことや嫌なことがありま

したか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間関

係のト

ラブル

不正・

架空請

求等

高額な

請求

ワン切

り

メール

等によ

る悪口

悪口を

書き込

まれた

個人情

報を載

せられ

た

メール

や写真

を転送

知らな

い人か

ら連絡

睡眠不

足

スマホ

等が手

放せな

い

その他

困った

ことは

ない

小６(n=412) 1.5 0.0 0.0 1.7 0.7 0.7 0.2 1.0 4.6 5.6 1.2 1.2 68.2

中２(n=439) 9.8 4.3 1.1 0.5 4.3 1.8 2.7 3.2 9.1 12.5 8.9 2.5 49.0

高２(n=455) 6.6 5.7 2.0 1.5 1.8 1.5 2.6 2.4 20.2 11.9 9.7 0.9 44.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

％ 〈児童･生徒回答〉困ったことや嫌なこと（あてはまるものすべて）
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（インターネット利用に関連したトラブルの経験） 

・いずれの学校種においても「特になし」が大半であり、その割合は前回より増加しているが、

小６については、「人間関係のトラブルがあった」が１．２ポイント増加しているほか、前回

は該当がなかった「不正・架空請求等をされた」「高額な請求をされた」が出てきており、「LINE

やメールが気になりスマートフォン等が手放せない」も微増している。前回とほぼ同率であ

るが、「知らない人から連絡が来た」を挙げた児童も４．５％ある。 

・高２については、「使い過ぎて睡眠不足になった」が３．１ポイント増加しているほか、LINE・

メール・Twitter 等に悪口を書かれる割合が増加し、「人間関係のトラブルがあった」も微増

している。 

・児童・生徒がトラブルに巻き込まれないようにするため、引き続きインターネットとの正し

い付き合い方について、「インターネット上の知り合いに会おうと言われた」等の事例を取り

上げ学校や家庭で子ども同士や親子等で考えて話し合うことを勧めたり、疑似体験によりト

ラブルに巻き込まれない利用について考える機会を提供したりするなど、自分のこととして

捉えられるような啓発に取り組んでいくことが必要である。 
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（２）トラブル時の対処 

〈児童・生徒〉Q1８．困ったことや嫌なことがあったとき、どうしましたか。 

          （あてはまるものすべてを選択） 

（対象：インターネットを利用している児童・生徒のうち、困ったことや嫌

なことがあった者） 

 

【参考】平成２７年度調査 

〈児童・生徒〉Q１５．困ったことや嫌なことがあったとき、どうしましたか。 

          （あてはまるものすべてを選択） 

 

※設問が今回と異なるため、単純比較ができない項目がある。 

 

 

 

 

 

家族に相

談

学校に相

談

友人に相

談

相談窓口

に相談

警察に相

談

自分で解

決を試み

た

何もしな

かった
その他

わからな

い

小６n=（67） 34.3% 4.5% 11.9% 1.5% 1.5% 31.3% 38.8% 6.0% 16.4%

中２n=（89） 27.0% 12.4% 36.0% 1.1% 1.1% 25.8% 33.7% 3.4% 6.7%

高２n=（165） 19.4% 6.1% 26.7% 0.0% 0.0% 33.3% 35.2% 3.6% 3.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

〈児童・生徒回答〉 困ったことや嫌なことがあったときどうしたか

家族に相

談した

学校に相

談した

友人に相

談した

警察に相

談した

自分で解

決しようと

した

誰にも相

談しなかっ

た

その他
わからな

い
不明

小６(n=55) 29.1 0.0 10.9 0.0 23.6 43.6 3.6 5.5 0.0

中２(n=125) 19.2 4.8 19.2 0.8 33.6 48.8 4.8 4.0 2.4

高２(n=175) 16.0 1.1 27.4 0.6 25.7 45.1 4.0 0.6 2.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

％ 〈児童･生徒回答〉困ったことや嫌なことがあったときどうしたか
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<保護者>Q16．あなたはこれまでに、お子様からインターネットでのトラブルについて相談を受

けたことがありますか。（対象：全回答者） 

 
〈トラブル時の対処〉 

・困ったときの相談相手について、学校種が上がるにしたがって「家族に相談した」が減少し、

「友人に相談した」が増加している。また、前回調査と比べ、高２において「友人に相談した」

が微減した以外は、家族・学校・友人に相談した割合が増加しており、特に学校へ相談した割

合は全ての学校種において増加している。「困ったことがあったときに周囲に相談する」ことに

ついて少しずつ浸透してきたことがうかがえる。 

・困ったときや嫌なことがあったときに「何もしなかった」と回答した児童生徒は、小６で３８．８％、中２で 

３３．７％、高２で３５．２％であり、相談窓口（警察を含む）について、一層周知をしていく必要がある。 

・トラブルについて相談を受けるためには保護者の側が子どものインターネット利用の実態を知ることが

大切であり、また、日ごろから困ったときに相談できる関係にあることが前提となるため、保護者がイ

ンターネットの危険性について学習する機会を提供するとともに、その中で親子の話し合いの重要性

についても伝えていくことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1%

3.6%

7.1%

95.2%

93.2%

90.3%

0.9%

0.4%

1.0%

0.9%

2.8%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小６n=（456）

中２n=（468）

高２n=（381）

〈保護者回答〉インターネットトラブルに関する子どもからの相談

ある ない わからない 無回答
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<保護者>Q17．相談内容は何に関することでしたか。（あてはまるものすべてを選択） 

  （対象：子どもからインターネットでのトラブルについて相談を受けたことがある保護者） 

※以下は標本数が５０未満のため参考値として掲載しています。また、分析の対象からも除い

ています。 

 

 

<保護者>Q1８．あなたは、お子様から相談を受けたとき、どなたかに相談しましたか。 

（あてはまるものすべてを選択） 

（対象：子どもからインターネットでのトラブルについて相談を受けたことがある保護者） 

 
 

 

 

人間関

係のト

ラブル

不正・

架空請

求

高額請

求

ライン

やメー

ルでの

悪口

ツイッ

ター、

SNSで

悪口

個人情

報等の

ＳＮＳ

掲載

ライン

やメー

ルの転

送

知らな

い人か

ら連絡

使い過

ぎで睡

眠不足

スマホ

が手放

せない

その他
わから

ない

小６n=（14） 42.9% 7.1% 0.0% 35.7% 0.0% 14.3% 0.0% 21.4% 7.1% 7.1% 71.4% 7.1%

中２n=（17） 52.9% 0.0% 0.0% 11.8% 23.5% 11.8% 11.8% 5.9% 5.9% 0.0% 58.8% 0.0%

高２n=（27） 25.9% 29.6% 3.7% 0.0% 3.7% 0.0% 0.0% 18.5% 18.5% 14.8% 25.9% 0.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

〈保護者回答〉インターネットトラブルに関する相談内容

学校に

相談

子ども

の友人

に相談

知り合

いに相

談

警察に

相談

機器の

カスタ

マーセ

ンター

プロバ

イダー

や管理

者

ネット

の質問

相談サ

イト

民間の

相談機

関

公的な

相談機

関

相談先

知らな

い

相談し

ていな

い

その他

小６n=（14） 21.4% 14.3% 21.4% 7.1% 7.1% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 35.7% 42.9%

中２n=（17） 35.3% 17.6% 29.4% 0.0% 0.0% 5.9% 5.9% 0.0% 0.0% 11.8% 11.8% 17.6%

高２n=（27） 14.8% 3.7% 14.8% 0.0% 11.1% 0.0% 3.7% 0.0% 11.1% 7.4% 25.9% 33.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

〈保護者回答〉インターネットトラブルの相談先
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５ 家庭でのルール 

 （１）家庭での約束やルール 

〈児童・生徒〉Q19．インターネットの利用について、家庭でのルールや約束事がありますか。 

（あてはまるものすべてを選択） 

（対象：インターネットを利用している児童・生徒） 

  

 

【参考】平成２７年度調査 

〈児童・生徒〉Ｑ１６．インターネットの利用について家庭でのルールや約束事がありますか 

 

時間

（長さ）

が決

まって

いる

時間帯

が決

まって

いる

利用す

る場所

利用料

金

相手の

限定

利用サ

イトの

限定

有害サ

イトア

クセス

禁止

ショッ

ピング

をしな

い

メール

をしな

い

ＳＮＳ

を利用

しない

悪口を

書かな

い

個人情

報を書

かない

ネット

上の知

人と会

わない

保護者

が履歴

確認

ルール

を破っ

た時の

約束

困った

ら保護

者に相

談

その他

特に

ルール

はない

わから

ない

小６n=（488） 48.6% 26.8% 26.0% 10.0% 21.5% 19.1% 33.4% 36.9% 10.9% 21.7% 34.4% 35.2% 30.5% 15.0% 20.1% 28.9% 3.3% 13.9% 5.3%

中２n=（484） 33.5% 19.4% 20.9% 7.0% 13.8% 14.0% 29.8% 27.7% 7.2% 11.6% 26.2% 26.2% 23.1% 5.4% 15.7% 20.0% 1.7% 22.5% 7.6%

高２n=（473） 3.8% 5.5% 3.6% 9.7% 2.5% 4.7% 16.9% 9.1% 0.2% 0.6% 11.8% 12.5% 10.1% 0.4% 3.8% 10.6% 1.1% 55.0% 6.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

〈児童・生徒回答〉インターネット利用における家庭でのルール

（あてはまるものすべて）

利用

できる

時間

利用

できる

時間

帯

利用

できる

場所

利用

できる

料金

相手

を限

定して

いる

サイト

を限

定して

いる

有害

サイト

にアク

セスし

ない

ショッ

ピング

をしな

い

メール

を行

わな

い

悪口

を書き

込ま

ない

個人

情報

を書き

込ま

ない

履歴

を保

護者

が確

認す

る

ルー

ルを

破った

ときの

約束

すぐに

保護

者に

相談

する

その

他

特に

ルー

ルは

ない

わか

らない

小６(n=412) 42.0 20.1 19.7 9.2 16.5 8.0 23.1 26.2 12.9 25.2 23.3 8.0 15.5 19.2 2.4 16.3 7.0

中２(n=439) 26.0 15.3 15.5 7.1 10.3 8.9 22.8 24.8 7.5 21.4 18.0 5.5 15.7 13.4 1.6 29.8 5.5

高２(n=455) 4.8 5.3 2.6 8.8 2.0 5.9 18.5 10.3 0.0 11.2 9.2 0.2 4.8 8.8 1.1 52.3 5.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

％
〈児童・生徒回答〉家庭でのルールや約束事
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<保護者>Q５．あなたのご家庭では、お子様のインターネット（スマートフォン・携帯電話・パソ 

コン・ゲーム機・音楽プレーヤーなどによる）の使用に何らかのルールや約束事が

ありますか。（あてはまるものすべてを選択） 

（対象：子どもがインターネットを利用していると回答した保護者）

 

 

【参考】平成２７年度調査 

〈保護者〉Ｑ６．あなたのご家庭では、お子様のインターネット（スマートフォン・携帯電話・

パソコン・ゲーム機・音楽プレーヤーなどによる）の使用に何らかのルールや

約束事がありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間

（長

さ）

時間

帯

利用

する

場所

利用

料金

相手

の限

定

利用

サイ

トの

限定

有害

サイ

トア

クセ

ス制

限

ショ

ッピ

ング

をし

ない

メー

ルを

しな

い

ＳＮ

Ｓを

利用

しな

い

悪口

を書

かな

い

個人

情報

を書

かな

い

ネッ

ト上

の知

人と

会わ

ない

保護

者が

履歴

確認

ルー

ルを

破っ

た時

の約

束

困っ

たら

保護

者に

相談

その

他

特に

ルー

ルは

ない

わか

らな

い

小６(n=387) 48.3% 36.4% 50.1% 13.7% 27.1% 41.9% 50.9% 57.1% 25.8% 35.1% 40.1% 42.1% 36.2% 29.7% 29.7% 34.1% 5.4% 5.4% 0.0%

中２(n=421) 31.8% 31.6% 44.9% 15.4% 20.7% 38.2% 54.9% 57.0% 15.9% 21.6% 44.7% 44.9% 41.1% 22.1% 33.3% 36.3% 3.6% 9.0% 0.5%

高２(n=367) 6.5% 8.7% 12.8% 29.2% 4.6% 19.3% 55.0% 43.3% 0.8% 6.3% 44.4% 43.3% 36.2% 4.1% 11.2% 33.5% 1.4% 24.8% 0.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

〈保護者回答〉インターネット利用の家庭でのルール

利用で

きる時

間

利用で

きる時

間帯

利用で

きる場

所

利用で

きる料

金

相手を

限定し

ている

サイト

を限定

してい

る

有害

サイト

にアク

セスし

ない

ショッ

ピング

をしな

い

メール

を行わ

ない

悪口を

書き込

まない

個人

情報を

書き込

まない

履歴を

保護

者が

確認

する

ルー

ルを

破った

ときの

約束

すぐに

保護

者に

相談

する

その他

特に

ルー

ルはな

い

小６(n=388) 44.1 26.5 50.0 13.4 23.7 33.8 40.7 47.9 25.8 34.0 34.3 26.3 29.1 29.4 8.5 5.2

中２(n=385) 26.5 28.6 41.3 15.6 17.1 31.2 50.4 54.0 15.3 43.6 39.7 22.9 29.4 31.4 6.0 9.4

高２(n=333) 5.1 12.9 10.8 28.8 5.1 26.1 50.8 37.8 0.9 42.3 36.3 2.1 17.1 32.7 2.4 17.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

％ 〈保護者回答〉家庭でのルールや約束事



- 35 - 

 

【参考】 

 

 

平成 27 年度調査結果との比較 

 

全国調査との比較〈児童・生徒〉 

 

出典 「平成３０年度青少年のインターネット利用環境実態調査」（内閣府） 

※全国の数値は、小学校４年生から６年生の平均値、中学１年生から３年生の平均値、高校１年

生から３年生の平均値であり、単純比較はできない。 

83.2

94.6

70.9

91.2

36.2

77.4

0

20

40
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80

100

児童 保護者 生徒 保護者 生徒 保護者

％ 「家庭で何らかのルールがある」と回答した児童・生徒と保護者の割合の比較
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％ H27「家庭で何らかのルールがある」と回答した児童・生徒と保護者の割合の比較
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％ 〈児童・生徒〉「家庭で何らかのルールがある」と回答した児童・生徒の全国との比較

小６             中２             高２ 

11.4 ポイントの差 20.3 ポイントの差 41.2 ポイントの差 

小６             中２             高２ 

19.2 ポイントの差 28.6 ポイントの差 44.2 ポイントの差 

小６  小４～小６        中２  中１～中３        高２  高１～高３ 
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全国調査との比較〈保護者〉 

 
出典 「平成３０年度青少年のインターネット利用環境実態調査」（内閣府） 

※全国の数値は、小学校４年生から６年生の平均値、中学１年生から３年生の平均値、高校１年

生から３年生の平均値であり、単純比較はできない。 

 

 

〈家庭での約束やルールとその内容〉 

・「家庭でのルールがある」と回答した児童・生徒は、前回調査と比べ、小６で８．２ポイント、

中２で９．２ポイント増えており、また、多くの項目でルールの設定率が上がっている。児童・

生徒、保護者へのルール作りの大切さに関する啓発が一定の成果を上げていると考えられる。 

・一方、高２については、「家庭でのルールがある」割合が生徒・保護者とも前回を下回っており、

一層の啓発が必要。 

・「家庭でのルール」に関して、子どもと保護者との意識の差は学校種が上がるにしたがって大き

くなる。この傾向は前回調査から変わっていないが、どの校種とも前回からは少し改善されて

いる。 

・今年度初めて調査した「インターネット上で知り合った人と会わない」については、小６でも

子ども、保護者ともに「ルールがある」が３割台であり、保護者については学校種が上がって

も「ルールがある」との認識は同程度であるのに対し、生徒については中２で２３．１％、高

２で１０．１％と低下する。インターネット上の知人と会うことの危険性について改めて啓発

していくことが重要である。また、学校種が上がるにつれて、子どもと保護者との意識に開き

が大きくなっており、親子での話し合いによるルール作りが必要である。 

・児童・生徒が回答した家庭でのルールで割合が高いものは、以下のとおり 

  小６ 「利用できる時間（長さ）が決まっている」「ショッピングをしない」「自分や他人の

個人情報を書き込まない」 

  中２ 「利用できる時間（長さ）が決まっている」「有害サイトにアクセスしない」「ショッ

ピングをしない」 

 高２ 「有害サイトにアクセスしない」「自分や他人の個人情報を書き込まない」「悪口や人

を傷つけることを書き込まない」 

94.6 

85.5 
91.2 

79.5 77.4 

58.8 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

鳥取県 全国 鳥取県 全国 鳥取県 全国

％ 〈保護者〉「家庭で何らかのルールがある」と回答した保護者の全国との比較

小６  小４～小６        中２  中１～中３        高２  高１～高３ 
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（２）家庭でのルールの決め方 

〈保護者〉 Q６．ルールや約束事は、どのようにして決めましたか。 

（対象：子どもがインターネットを利用していると回答した保護者のうち、ルールが

あると回答した者） 

 
 

【参考】平成２７年度調査 

〈保護者〉Ｑ７．ルールや約束事は、どのようにして決めましたか。 

 

〈家庭でのルールの決め方〉 

・「親（保護者）が決めた」割合は学校種が上がるにつれて減っていき、「親（保護者）と子どもで

話し合って決めた」割合が増えていく。 

・前回調査と比べ、「親（保護者）と子どもで話し合って決めた」割合がどの学校種でも大きく増

加しており、話し合いによるルール作りの必要性について啓発を進めてきたことが一定の成果

を上げていると考えられる。 

 

 

  

42.9%

37.5%

33.8%

54.4%

56.8%

61.3%

0.8%

1.1%

0.8%

2.9%

1.1%

1.1%

2.9%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小６n=（366）

中２n=（384）

高２n=（284）

〈保護者回答〉ルールの決め方

親（保護者）が決めた 親子で話し合って決めた 子どもが決めた その他 無回答

39.6 

49.7 

53.3 

53.8 

43.1 

41.0 

2.2 

1.1 

0.3 

4.4

6

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高２(n=273)

中２(n=348)

小６(n=366)

〈保護者回答〉ルールの決め方

親（保護者）が決めた 親（保護者）と子どもで話し合って決めた 子どもが決めた その他
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６ インターネット上の知り合い 

（１）インターネット上の知り合いの人数 

 〈児童・生徒〉Q20．あなたには、インターネット上での知り合いがいますか。 

（対象：インターネットを利用している児童・生徒）  

 
<インターネット上の知り合い> 

・インターネット利用者（小６：８８．１％、中２：８９．３％、高２：９５．４％）（ｐ１０に

掲載）のうち、インターネット上の知り合いがいると回答した割合は、小６で３７．６％（H27：

１６．５％）、中２で３６．９％（H27：３６．４％）、高２で５１．４％（H27：３７．４％）で

あり、小６で２１．１ポイント、高２で１４．０ポイント増えるなど、前回調査より大幅に増

えている。 

・また、「１００人以上」と回答した児童・生徒もいずれの学校種も４～５％程度存在している。 

 

（２）知り合ったきっかけ 

〈児童・生徒〉どんなきっかけでインターネット上の知り合いになりましたか。 

（あてはまるものすべてを選択） 

（対象：インターネット上の知り合いがいる児童・生徒）  

 
<知り合ったきっかけ> 

・小６・中２はゲーム（オンラインゲーム）が多く、高２では Twitter が一番多い。中高生では

Instagram やＬＩＮＥも多い。インターネットを介したゲームやＳＮＳ等でつながりやすくな

っていることがうかがえる。 

12.7%

11.8%

13.3%

5.5%

4.1%

7.4%

3.7%

5.6%

5.5%

5.3%

4.8%

5.1%

1.6%

1.9%

4.9%

5.1%

3.7%

5.3%

3.7%

5.0%

9.9%

51.8%

51.0%

37.2%

5.1%

7.6%

8.9%

5.3%

4.5%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小６n=（488）

中２n=（484）

高２n=（473）

〈児童・生徒回答〉インターネット上の知り合いの数

いる（１～５人） いる（６～１０人） いる（１１～２０人） いる（２１～５０人）

いる（５１～１００人） いる（１００人以上） いる（何人かはわからない） いない

わからない 無回答

ゲーム 掲示板 LINE Twitter Facebook Instagram その他
わからな

い

小６n=（184） 73.4% 3.8% 18.5% 4.3% 2.2% 5.4% 20.1% 3.3%

中２n=（178） 52.2% 2.8% 36.0% 15.7% 5.6% 36.5% 10.7% 3.4%

高２n=（243） 40.7% 4.5% 25.9% 52.3% 2.1% 37.0% 6.2% 1.6%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

〈児童・生徒回答〉知り合いになったきっかけ
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７ インターネット利用についての気持ちや状況（依存傾向） 

（１）インターネット利用についての気持ちや状況 

〈児童・生徒〉Ｑ２１～２８ 「はい」か「いいえ」で回答 

（対象：インターネットを利用している児童・生徒） 

 

 

Q21．あなたは、インターネットに夢中になっていると感じていますか 

Q22．あなたは、満足するために、インターネットを使う時間をだんだん長くしていかなければな

らないと感じていますか 

Q23．あなたは、インターネット利用を制限したり、時間を減らしたり、完全にやめようとしても、

うまくいかなかったことが何回もありましたか  

Q24．インターネットの利用時間を短くしたり、完全にやめようとしたりしたとき、落ち着かなか

ったり、不機嫌や落ち込み、またはイライラなどを感じましたか  

Q25．あなたは、使い始めに予定していた時間よりも長い時間インターネットを使うことがありま

すか  

Q26．あなたは、インターネットのために大切な人間関係、学校のことや、部活動のことを台無し

にしたり、あやうくしたりするようなことがありましたか  

Q27．あなたは、インターネットへの熱中のしすぎをかくすために、家族、学校の先生やその他の

人たちにうそをついたことがありましたか  

Q28．あなたは、問題から逃げるためにまたは、絶望的な気持ち、罪悪感、不安、落ち込みなどと

いったいやな気持ちから逃げるためにインターネットを使いますか  

 

 

夢中になっ

ている

時間を長く

しなければ

ならない

制限したい

がうまくい

かない

利用をや

めると不機

嫌・イライ

ラ

予定してい

た時間を

超過

人間関係・

部活動台

無し

うそをつく

問題から

逃げるた

めに使用

小６n=（488） 44.9% 6.4% 20.1% 12.3% 46.7% 2.3% 7.0% 6.4%

中２n=（484） 57.6% 11.2% 24.6% 13.4% 59.3% 3.9% 7.4% 8.9%

高２n=（473） 70.4% 12.3% 24.9% 14.6% 68.5% 6.8% 12.3% 25.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

〈児童・生徒回答〉インターネット利用についての気持ちや状況

（はいと回答した割合）
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○Ｑ２１～２８の８項目における該当項目の数（「はい」と答えた個数） 

（対象：インターネットを利用している児童・生徒） 

 

※「尾崎米厚（2018）,飲酒や喫煙等の実態調査と生活習慣病予防のための減酒の効果的な介入方

法の開発に関する研究,55」では、５つ以上「はい」と答えた場合を「病的使用者」、３～４つ

を「不適応使用者」、２つ以下を「適応使用者」としている。 

 

○回答者全体に対する「病的な使用」が疑われる児童・生徒の割合（全国との比較） 

 

○回答者全体に対する「不適応な使用」が疑われる児童・生徒の割合（全国との比較） 

  

30.7%

20.9%

11.4%

27.9%

26.0%

20.7%

16.8%

20.0%

28.1%

11.3%

16.9%

16.5%

5.5%

8.5%

11.0%

2.7%

4.8%

5.3%

1.2%

1.4%

2.7%

0.4%

0.2%

2.1%

0.6%

0.2%

0.8%

2.9%

1.0%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校

n=488

中学校

n=484

高校

n=473

〈児童・生徒回答〉インターネット利用についての気持ち

（はいと回答した個数）

０個 １個 ２個 ３個 ４個 ５個 ６個 ７個 ８個 無回答

4.3%
5.9%

12.4%
10.5%

16.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

鳥取県

小６

全国 鳥取県

中２

全国

中１～３

鳥取県

高２

全国

高１～３

「病的な使用」が疑われる児童・生徒

14.8%

22.7% 22.2%

26.2%
27.6%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

鳥取県

小６

全国 鳥取県

中２

全国

中１～３

鳥取県

高２

全国

高１～３

「不適応な使用」が疑われる児童・生徒

調査なし 

調査なし 
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<インターネット利用についての気持ちや状況> 

・どの学校種においても、「インターネットに夢中になっている」「予定していた時間よりも長い

時間インターネットを使うことがある」と答えた割合が高く、高２では、７割前後の生徒が回

答している。 

・インターネットを利用している高２の約４人に 1人（２５．２％）は、「問題から逃げるために

または、絶望的な気持ち、罪悪感、不安、落ち込みなどといったいやな気持ちから逃げる」た

めにインターネットを使っている。（高２全体（４９６人）の２４．０％） 

・インターネットを利用している児童・生徒のうち、病的な使用が疑われる（８項目中、５項目

以上「はい」と回答）のは、小６で４．９％、中２で６．６％、高２で１０．９％となった。イ

ンターネットを利用していない者も含めた回答者全体でみると、小６全体（５５４人）の４．

３％で約２３人に１人、中２全体（５４２人）の５．９％で約１７人に１人、高２全体（４９６

人）の１０．５％で約１０人に１人が、病的な使用が疑われる結果となった。尾崎氏の研究で

は、中高生の７人に１人（中学生の１２．４％、高校生の１６．０％）が病的使用者に当たると

の結果であり、これに比べ病的使用の割合は低くなっている。 

・インターネットを利用している児童・生徒のうち、不適応な使用が疑われる（８項目中、３も

しくは４項目「はい」と回答した）のは、小６で１６．８％、中２で２５．４％、高２で２７．

５％となった。インターネットを利用していない者も含めた回答者全体でみると、小６全体（５

５４人）の１４．８％、中２全体（５４２人）の２２．７％、高２全体（４９６人）の２６．

２％が不適応な使用が疑われる結果となった。尾崎氏の研究では、中学生の２２．２％、高校

生の２７．６％が不適応使用者に当たるとなっている。 

・「病的な使用」が疑われる中高生は、全国値と比較して少ない結果となったが、一定数の児童・

生徒が該当しており、予備軍ともいえる「不適応使用」が疑われる児童・生徒が相当数いるこ

とから、病的使用・不適応使用に陥らないインターネットとの付き合い方について、児童・生

徒、保護者への学習機会の確保と啓発に一層力を入れていく必要がある。 
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８ インターネットの危険性についての学習  

（１）インターネットの危険性についての学習の経験 

〈児童・生徒〉Q29．あなたは、インターネットの危険性について、説明を受けたり、学んだり

したことがありますか。（あてはまるものすべてを選択）（対象：全回答者） 

 

 

【参考】平成２７年度調査 

〈児童・生徒〉Ｑ21. あなたは、インターネットの危険性について、説明を受けたり、学んだ

りしたことがありますか。（あてはまるものすべてを選択） 

 
〈児童・生徒 インターネットの危険性についての学習経験〉 

・全ての学校種において「学校の授業で教えてもらった」「インターネットで知った」と回答した

割合が増加している。特に、「学校の授業で教えてもらった」についてはいずれも８割を超え、

学校種が上がるにつれて増加している。また、小６で前回から１３．０ポイント増となり、学

校における情報モラル教育の実施が定着してきたことがうかがえる。 

 

 

  

学校の授業
家の人に聞

いた

テレビや

本、パンフ

インターネッ

トで知った

機器販売店

等店舗
その他 特になし

小６n=（554） 82.9% 49.8% 33.9% 15.0% 5.1% 2.2% 4.0%

中２n=（542） 83.9% 39.1% 36.0% 17.5% 5.5% 1.7% 5.9%

高２n=（496） 88.5% 24.2% 29.6% 25.8% 9.3% 1.8% 2.8%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

〈児童・生徒回答〉学習経験の有無

学校の授業
家の人に聞

いた

テレビや本、

パンフ

インターネッ

トで知った

機器販売店

等店舗
その他 特になし

小６n=(509) 69.9% 51.1% 39.5% 7.9% 4.9% 1.4% 7.5%

中２n=(509) 81.9% 36.9% 60.5% 14.1% 5.1% 1.6% 7.7%

高２n=(472) 87.1% 24.2% 32.6% 17.2% 10.6% 0.2% 3.8%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

〈H27 児童・生徒〉学習経験の有無
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〈保護者〉Q19．あなたは、インターネットの危険性について、説明を受けたり、学んだりしたこ

とがありますか。（対象：全回答者） 

 

 

【参考】平成２７年度調査 

〈保護者〉Q24．あなたは、インターネットの危険性について、説明を受けたり、学んだりしたこと

がありますか。 

 

〈保護者 インターネットの危険性についての学習経験〉 

・前回調査に比べ、全ての学校種において、講演会・研修会での学習経験が増加しており、保護

者を対象とした啓発が一定の成果を上げていることがうかがえる。 

講演会や

研修会

知人に教

えても

らった

テレビや

本、パン

フ

インター

ネットで

機器販売

店の店舗
その他

特に説明

などなし

わからな

い

小６n=（456） 67.5% 11.0% 47.8% 18.0% 8.6% 3.3% 7.0% 1.8%

中２n=（468） 72.2% 13.7% 46.8% 14.7% 8.8% 1.3% 6.6% 1.7%

高２n=（381） 73.8% 10.8% 38.8% 16.5% 11.8% 0.5% 4.2% 2.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

〈保護者回答〉学習経験の有無

講演会や

研修会

知人に教

えても

らった

テレビや

本、パン

フ

インター

ネットで

機器販売

店の店舗
その他

特に説明

などなし

わからな

い

小６n=(509) 61.3% 14.1% 45.8% 13.8% 7.3% 2.2% 6.9% 1.4%

中２n=(509) 62.3% 15.3% 46.8% 15.1% 7.7% 2.2% 5.9% 1.4%

高２n=(390) 70.3% 10.5% 39.7% 9.7% 16.4% 1.0% 6.7% 1.3%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

〈H27 保護者〉学習経験の有無
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・学習した経験は全国平均より高く、Ｈ２７調査と比べても増加しているが、年長児の保護者の

学習経験は、他に比べ低い傾向にある。 

〇「何らかの学習をしたことがある」と回答した保護者の割合 

 今回調査 （全国調査） H２７調査 

年長児 ８３．３％  ７６．７％ 

小６ ９１．２％ (小 4～6：69.6%) ９０．３％ 

中２ ９１．２％ (中 1～3：79.7%) ９０．１％ 

高２ ９３．２％ (高 1～3：79.4%) ９１．２％ 

 

（２）鳥取県青少年健全育成条例（ペアレンタルコントロール） 

〈保護者〉Q20．あなたは、「鳥取県青少年健全育成条例」で、保護者によるペアレンタルコント

ロール（青少年のインターネットの利用を管理するために、利用できる時間や場

所などを制限するなどの措置をとること）が努力義務として規定されていること

を知っていますか。（未就学児保護者含む：Ｑ17）（対象：全回答者） 

 
【参考】Ｈ２７年度調査 

〈保護者〉Q14．あなたは、昨年「鳥取県青少年健全育成条例」が一部改正され、保護者によるペ

アレンタルコントロール（青少年のインターネットの利用を管理するために、利

用できる時間や場所などを制限するなどの措置をとること）の規定が追加された

ことを知っていますか。 

 

〈鳥取県青少年健全育成条例（ペアレンタルコントロール）〉 

・質問が多少異なるが、条例に関して「知っている」と回答した保護者は、Ｈ２７調査と比較し

て未就学児で１．４ポイント増、小６で７．６ポイント増、中２で１６．２ポイント増、高２で

１８．４ポイント増となった。 
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〈保護者回答〉ペアレンタルコントロールの努力義務の認知

知っていて内容も理解 知っているが内容不明 知らない 無回答
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〈H27 保護者〉「鳥取県青少年健全育成条例」の改正について

知っていて内容も理解 知っているが内容不明 知らない 無回答
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（３）事件・事故を防ぐために 

〈保護者〉Q21．子どもたちがインターネットに接続できる機器(スマートフォン、ゲーム機等)を

安全に利用し、事件や事故を防ぐためには、どうすればよいと思いますか。 

（あてはまるものを選択（３つ以内））（対象：全回答者） 

 
【参考】平成２７年度調査 

〈児童・生徒〉Ｑ２６. 子どもたちが携帯電話（またはスマホ）を安全に利用し、事件や事故を

防ぐためには、どうすればよいと思いますか。 

（あてはまるものを選択（３つ以内）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<事件・事故を防ぐために> 

・どの学校種でも「学校で学ぶ機会を設ける」と回答した割合が一番高く、「機器を持たせない」

と回答した割合は一番低くなっている。また、小・中では「保護者が注意を払う」「保護者と子

どもでルールを作る」「フィルタリングの徹底」など、保護者自身が（子どもとともに）取り組

める項目の回答割合がいずれも半数を超えた。 
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小６n=（456） 62.9% 18.6% 14.3% 53.9% 45.6% 62.1% 7.5% 16.9% 3.5%

中２n=（468） 59.2% 16.2% 11.8% 53.4% 46.6% 54.7% 8.3% 15.4% 4.3%

高２n=（381） 63.8% 20.5% 9.7% 34.4% 33.3% 48.6% 4.7% 30.2% 2.6%
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〈保護者回答〉ネット機器を安全に使用し、事件・事故を防ぐためには
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小６(n=509) 63.3 23.0 15.9 54.6 33.8 16.1 11.4 14.3 2.2

中２(n=509) 61.7 19.1 16.5 49.9 36.7 13.0 11.8 21.8 3.3

高２(n=390) 67.9 23.6 15.4 35.9 31.8 3.3 16.9 21.5 2.1
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％ 〈H27保護者〉 事件・事故防止について


